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氏 名 曽 根 照 人 
（論文審査の結果の要旨）  
 本論文は、わが国の岸壁の代表的な構造形式である重力式および矢板式岸壁を対象と
して、砂の力学モデルとしてのひずみ空間多重せん断モデルによる地震時挙動解析を通
じて、地盤改良を実施する範囲と構造部材の塑性化を許容する部位が耐震性向上にどの
ように寄与するかを明らかにしたもので、得られた主な成果は次のとおりである。  
1. 液状化地盤における岸壁の地盤改良範囲で、岸壁の耐震性向上に特に効果がある範
囲は、以下のとおりであることを明らかにした。  
a) 重力式岸壁：地盤改良により壁体に加わる土圧が軽減される壁体背面（陸側）の
部分、及び壁体基礎の支持力が強化される壁体前面（海側）の基礎地盤部分  
b) 矢板式岸壁：地盤改良により矢板根入れ部の支持力が増加する壁体前面の基礎地
盤部分、及び壁体に加わる土圧が軽減される壁体背面の地盤部分  
2. 矢板式岸壁の構造部材は、矢板本体、その頭部を固定するアンカー（控え工）、両
者を連結するタイロッドから構成される。そのうち、杭先端支持力により効果を発
揮する構造形式の控え工については、地震時挙動の解析モデルに不明な点が残され
ていたため、新たに遠心力場での模型実験を実施し、これに基づいて、杭先端の極
限支持力の条件を満足する非線形ばねモデルを提案した。  
3. 液状化地盤における矢板式岸壁で構造部材と支持地盤の塑性化が発生する場合に
は、その部位を以下のように限定すると、耐震性の維持に効果があることを明らか
にした。  
a) 直杭式控え工形式：岸壁全体の安定に関わる矢板本体、タイロッドの塑性化は避
け、控え直杭、矢板壁本体の根入れ（埋込み）地盤の塑性化に限定する。  
b) 組杭式控え工形式：岸壁全体の安定に関わる矢板本体、タイロッド、控え工の引
張杭の支持地盤の塑性化は避け、控え工（圧縮、引張の両側）、矢板本体の根入
れ地盤、控え工の圧縮杭先端の支持地盤の塑性化に限定する。  
 
以上のとおり、本論文は、岸壁の壁体に加わる土圧の軽減や壁体への支持力が強化さ
れる部分に地盤改良を実施し、構造部材や支持地盤に塑性化が発生する場合には、その
部位を、岸壁全体の安定性を損なわない部位に限定することが耐震性向上に効果があ
ることを明らかにしたものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よっ
て、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２７年
２月２３日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期
課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
 
